



THERAPEUTIC EFFICACY OF DIETARY FIBER FOR CONSTIPATION OF THE 















































































表 1 調査スケジュール 
期間 2週間 4週間 2週間 
試験摂取
物の有無 
























































































































①排便回数の減少がある（  ） ②排便量の減少がある（  ）  ③便が硬い（  ） 
④腹痛がある（  ）     ⑤食欲不振がみられる（  ）  ⑥本人が便秘だと訴える（  ）        
⑦腹部膨隆または膨満感を訴える（  ）    ⑧排泄に関する介護量の増加（  ） 




 ①下剤服用（  ）          ②浣腸（  ）              ③摘便（  ）                
 ④運動（  ）                  ⑤腹部マッサージ（  ）     ⑥水分摂取量（  ）            




























術総会（平成 22 年９月 10 日～12 日）および第 21








































＊1 美作大学生活科学部食物学科  
＊2 美作市立作東老人保健施設  
＊3  美作大学大学院生活科学研究科 
＊4  三和化学研究所 
